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科目コード 642340 単位数 12単位 学位授与方針との関連 DP1,DP2

科目名称 環境保全園芸特別実験 実務経験 Active・L

教員氏名 山口　健一

授業概要

農学系専門分野の一つとして「環境保全園芸学」に関する高度な実験科学的研究テーマを定め、植物保護・防疫について、その背景、実
験手順・内容およびデータ解析の方法を習得することを目的とする。

関連する科目 履修中：　環境保全園芸学特論Ⅰ・Ⅱ、環境保全園芸学特別演習Ⅰ・Ⅱ

授業の方法と進め方

受講生が予め合意した研究課題について、関連する知識を得ながら研究手法を修得する。修了前に学会等研究報告を経て修士論文を完成
させる。

授業計画

０１−１２．授業の進め方
研究テーマについて討議する。
１３−２４．共通高度手法の修得〔１〕
植物および微生物について高度な取り扱い手法を学ぶ。
２５−３６．共通高度手法の修得〔２〕
植物および微生物について高度な取り扱い手法を学ぶ。
３７−４８．共通高度手法の修得〔３〕
植物および微生物について高度な取り扱い手法を学ぶ。
４９−６０．共通高度手法の修得〔４〕
植物および微生物について高度な取り扱い手法を学ぶ。
６１−７２．共通高度手法の修得〔５〕
植物および微生物について高度な取り扱い手法を学ぶ。
７３−８４．研究中間報告／学会発表
修論研究の中間報告または学会発表を行う。
８５−９６．個別高度手法の修得〔１〕
研究テーマに必要な高度手法を学ぶ。
９７−１０８．個別高度手法の修得〔２〕
研究テーマに必要な高度手法を学ぶ。
１０９−１２０．個別高度手法の修得〔３〕
研究テーマに必要な高度手法を学ぶ。
１２１−１３２．論文作成ガイダンス
修士論文の作成方法について学ぶ。
１３３−１４４．論文作成〔１〕
修士論文を作成する。
１４５−１５６．論文作成〔２〕
修士論文を作成する。
１５７−１６８．修論研究発表準備
プレゼンテーションの準備を行う。
１６９−１８０．修論研究発表
プレゼンテーションを行う。

授業の達成目標

「環境保全園芸学」に関する高度な知識および研究手法について理解するとともに、当該分野における問題解決能力を修得する。

授業時間外の学修

次回の授業項目をアナウンスするので、図書室等を利用して各自で予習する。（30分程度）
授業ノートおよび配布資料を参考に、受講生各自で毎回復習する。（1時間程度）

課題に対する
フィードバック

授業内で出た質問等については、補足および理由を付し
て正答を示す。

評価方法・基準

研究報告・学会発表（50点）と論文提出（50点）で評価
する。

テキスト

授業内容に関する資料・論文や参考となる図書を都度配布・紹介する。
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参考書

授業の進展にそって、関連する参考書や資料・論文等を適宜紹介する。

備考
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